
2025年度　東京大学　前期理系　第６問

問題 複素数平面上の点 1
2
を中心とする半径 1

2
の円の周から原点を除いた曲線を Cとする。

(1) 曲線 C上の複素数 zに対し， 1z の実部は 1であることを示せ。

(2) ®，¯を曲線 C上の相異なる複素数とするとき， 1
®2
+
1

¯2
がとりうる範囲を複素数平面上に図示せよ。

(3) °を (2)で求めた範囲に属さない複素数とするとき， 1° の実部がとりうる値の最大値と最小値を求めよ。
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